
新ルールに基づく
食品表示の準備は出来ていますか？

表示は大丈夫ですか？

お困りではありませんか？

原材料・添加物・アレルギー・栄養成分 表示作成システム

生産計画・発注システム
Production Planning

Purchase Order

原価計算（商品配合）だけで

重量順に並べ変えた 原材料一覧

最小限に集約した 添加物一覧

表記が義務化した 栄養成分一覧

特定＋準も含む アレルギー一覧

同時に作成出来るシステムツール‼

加工食品の経過処置期限は、2020年3月31日です



加工食品義務表示
２０１５年から施行

猶予期間５年

２０２０年４月１日
完全実施

原産地表示
２０２２年４月１日

完全実施

・加工食品と生鮮食品の区分の統一

・製造所固有記号のルール改善

・アレルギー表示のルール改善

・栄養成分表示の義務化

・栄養強調表示のルール改善

・栄養機能食品のルール変更

・原材料名表示ルールの変更

・販売用途の添加物表示のルール改善

・通知等の表示のルール規定

・表示レイアウトの改善

食品表示については、これまで複数の法律で定められており、非常に複雑なものでした。

事業者にも消費者にもわかりやすい制度にするため、食品衛生法・JAS法・健康増進法

の３法の食品の表示に係る規定を一元化し、「食品表示法」が2015年4月1日に施行され

ました。

消費者庁

厚生労働省農林水産省

厚生労働省



食品表示法では、JAS法と食品衛生法で異なっていた生鮮食品と加工食品の区分を、JAS法の考えに基づき統一・整理しました。

これにより、従前の食品衛生法では「生鮮食品」として扱われていた軽度の撒塩・生干し・湯通し・調味料等により、簡単な

加工等を施したものについては、今後はJAS法の考えに基づき「加工食品」としての表示が必要になります。

生 鮮 食 品 加 工 食 品

基本
単なる切断（カット・スライス・ミンチ）
単なる冷凍

調味（味をつける）
加熱（熱を加える）
付加価値（複数品種の切断品の組合せ）

農産物
（青果）

単品のカット野菜（例：千切りキャベツ）
単品のカットフルーツ（例：カットパイン）
単に冷凍したもの（例：冷凍刻みネギ）

味付けをしたもの（例：塩漬けキャベツ）
加熱したもの（例：筍の水煮）ブランチング処理した野菜
複数品種のカット野菜・フルーツ（例：カットフルーツミックス）

・キャベツ千切り ＋ 赤キャベツ千切り
・冷凍野菜

・キャベツ千切り ＋ カットレタス
・冷凍茹で野菜
・鍋セット・炒め物セット

畜産物
（精肉）

単品のミンチ（例：牛ミンチ）
単に冷凍したもの（例：冷凍ブロイラー）

味付けしたもの（例：塩コショウで味付けした牛肉）・味付け焼肉（例：タレ混込み）
加熱したもの（例：牛のたたき）
複数品種を混合したミンチ（牛豚合挽ミンチ）

・牛ロース（国産） ＋ 牛モモ（輸入）
・牛ロース ＋ 豚ロース
・牛ロース ＋ 牛塩タン
・牛焼肉用 ＋ ソーセージ

水産物
（鮮魚）

単品の刺身（例：キハダマグロの刺身）
単に冷凍したもの（例：冷凍さんま）

味付けしたもの（例：マグロの醤油漬け・塩サバ）
漬け魚（例：西京焼き）
加熱したもの（例：カツオのたたき・茹でたこ）
複数品種の刺身盛（マグロとイカ刺身2点盛）

・メバチマグロ ＋ キハダマグロ
・メバチマグロ ＋ つま＋大葉

・メバチマグロ ＋ ヤリイカ
・鍋セット（魚＋野菜）

加工食品に分類される食品の表示は、お弁当・お惣菜と同じ扱いです



何人も、販売の用に供する食品に関する表示が適正でないため一般消費者の利益が害されていると認めるときは、内閣府令・農林水産省令で定める手続
に従い、その旨を内閣総理大臣又は農林水産大臣（当該食品に関する表示が適正でないことが第六条第一項の内閣府令・農林水産省令で定める表示事項
又は遵守事項のみに係るものである場合にあっては、内閣総理大臣）に申し出て適切な措置をとるべきことを求めることができる。

（食品表示法12条1項）
内閣総理大臣、農林水産大臣又は財務大臣は、申出があった場合には、必要な調査を行い、その申出の内容が事実であると認めるときは、第四条又は

第六条の規定による措置その他の適切な措置をとらなければならない。 （同法12条3項）

一般消費者・適格消費者団体から通告がなされた場合 速やかに何らかの措置が取られることになります
※表示違反行為により被害を受けた消費者本人に限らず、個人、法人を問わず誰でも申出可能

措置として、違反調査のため必要がある場合 立入検査・報告徴収・書類等の提出命令・質問・収去（法８～１０条）

これを拒んだ場合には ５０万円以下の罰金（法２１条）

・表示を行った者が、食品表示法に基づく食品表示基準に違反する表示をし、販売等を行った場合、
都道府県知事等又は農林水産大臣等から改善を指示され、併せてその旨の公表が行われます

（法６条１項、 法７条）
・この指示にもかかわらず、表示が改善されなければ、都道府県知事等又は消費者庁長官 等から

改善を命ぜられ、併せてその旨の公表が行われます （法６条５項、法７条）

食品表示法の表示違反があった場合

表示違反に対して出された命令に従わなかった場合

各場合に応じて罰則が規定されています

差止請求制度・申出制度

個人：１年以下の懲役又は１００万円以下の罰金（法２０条）

法人：１億円以下の罰金（法２２条1項２号）

誰からでも通告可能な両罰規定が制定されました

この改善命令に違反した場合

行為者が法人に属する場合は、
行為者と法人にそれぞれ刑が科せられます



使用目的によっては、用途名の併記が必要 8用途 使用目的を表す「一括名」で表示可能な物も有る 14用途

添加物は正式名称だけでも、 合計１５３８種の添加物が有ります
指定添加物４５５種・既存添加物３６５種・天然香料６１２種・一般飲食添加物１０６種

この莫大な数の添加物に別名・簡略名が有り、全部で２８００種以上の名前が存在します

正式名称は違うのに簡略名が同じ 同じ簡略名が有っても、簡略名の全てが同じでは無い

Food CAS は、莫大な添加物名を自動的に整理・短い名称・親しみ有る名称に変換し

重複表記の無いデーターを作成致します 特許取得

チアミンナフタレンー
1.5‐ジスホルン酸塩

チアミン

ピロ亜硫酸ナトリウム 酸性亜硫酸ソーダ
メタ重亜硫酸
ナトリウム

デュナリエラカロテン 藻類カロチン カロテノイド色素

ビタミンCパルミテート
L-アスコルビン酸

バルチミン酸エステル
アスコルビン酸

エステル

ビタミンB1ラウリル 硫酸塩

炭酸水素ナトリウム 重炭酸ソーダ 重炭酸Na

クルクミンウコン色素 ターメリック色素

亜硫酸塩

カロチノイド

V.C

重曹

ウコン

V.B1

上記一覧の同一色の添加物名は、すべて同じ添加物で正式名称・簡略名・別名で表示が認められている名称です
Food CASは、左の添加物名を、最右列の出来るだけわかりやすく、親しみのある短い添加物名に自動変換します

使用目的を表す「一括名」で表示が認められている添加物は、酵素・香料・調味料（アミノ酸等）の一括名に選択変換する事も可能です



仕入商品の原材料情報は

仕入先様に専用フォーマットに必要事項の記入依頼

記入フォーマットを回収後、ワンクリックで取り込めます

原材料全ての配合比は必要有りません‼

食品表示に必要な情報（添加物の配合比率）のみ。

企業秘密である配合比の全てをオープンにする必要が無い為

原材料データの回収はスピーディで容易です

生鮮食品も日本食品標準成分表２０２０年度版（８訂）からワンクリックで登録完了

自社製造のおかず・焼肉セット・漬け魚・サラダなども食品表示データの作成可能



原材料情報に変更が生じた場合は
「原材料情報」を修正すれば使用しているメニュー全てに反映されます

使用する原材料データを一度取り込めば
原価計算（商品配合）だけで食品表示に必要な情報が瞬時に作成可能

取込んだデータも独自の分類分けを行えば

スピーディに商品作りが出来上がります

添加物・配合比・アレルゲンの確認も簡単

飽和脂肪酸・糖質・食物繊維量も自動計算

登録できる原材料アイテム数は、無制限



基本情報入力欄に販売コード・メニュー名を入力

原材料情報入力のプルダウンから使用する食材を選定、使用量を入力するだけで

原価計算・添加物・栄養成分・アレルギーの一覧が完成します

とっても簡単‼

分類・原材料名クリックで

使用量入力の3工程で使用する原材料の配合が可能

使用する食材の使用量をすべて入力すればメニューが完成します
煮物・あえ物・和洋惣菜・自社製造商品等は

配合終了後自社登録ボタンで登録すれば

仕入れ商品と同じ扱いが可能です

売価、原価率を設定すれば、粗利率・金額も常時表示されます

原価計算画面で、栄養成分も同時更新

メニューの組立に便利です。

原材料名のプルダウンに、登録してある原材料一覧が表示

クリックして使用量を入力するだけ



原材料一覧

名称・原材料名・添加物・アレルギー・栄養成分表示は
ＣＳＶ（業務用プリンターの読込形式）で出力

添加物一覧

アレルギー

指定のフォーマットにも、
ワンクリックで転記も自由自在‼

原価計算画面の詳細表示ボタンをクリックすれば
原材料・添加物・アレルギー・栄養成分が一覧表示されます

栄養成分表示

形を整えれば

家庭用のプリンターで

ラベルシールへの

印字も可能です



Production Planning Purchase Order

を使えば、

生産計画から発注書作成まで

に連動出来ます

Food CASのデータを直接読み込む為、
原価・粗利金額が変更になっても

CASPOはメンテナンスフリー

CASPOが、Food CAS内のデータを自動読込み
一覧から、作成する商品を選択し販売予定数を入力するだけで
売上げ計画・粗利計画が簡単に立てられます
ロス率予測も入力出来るので、より正確な計画が立てられます



現在庫数の入力を行えば、

必要数と発注数・発注単位を自動計算

仕入れ先ごとの発注書の作成が可能

数量更新をクリックすれば、曜日毎に必要な食材を合算表示

メンテナンスフリーで原材料の必要数把握から発注書作成まですべて出来上がります

Food CASで、メニューの配合変更・新製品の作成を行い新表示を作成
その最新データを常時自動読込み！！

原材料変更、仕入先変更まですべてメンテナンスフリー

CSV出力も可能なので、自動発注システムへの連動も可能（別途連動システム開発費が必要です）



契約台数 使用料／月（税別）

FoodCAS

1台 10,000

2台セット 15,000

5台セット 20,000

CASPO
1台 5,000

5台セット 10,000

ご契約については、年間契約のみとさせていただきます

FoodCAS
初期設定費

1台 120,000

2台～5台セット 200,000

6台以上の使用料・初期設定費は別途見積りさせていただきます

ご質問等御座いましたら、お気軽にお問い合わせ下さい

株式会社T-Must
本社

〒811-1346
福岡県福岡市南区老司5丁目５０－４７－５

TEL  ０９２－９８５－９４５０
FAX  ０９２－５６６－８１６２

神奈川オフィス
〒239-0842
神奈川県横須賀市長沢4－26－3

TEL  ０４６－８１５－１６３０
大阪オフィス

〒578-0974
大阪府東大阪市鴻池元町１０－４５－３０５

TEL  ０６－６２２４－７１０６
福岡オフィス

〒815-0035
福岡県福岡市南区向野１－１４－２２ 502

TEL  ０９２－５５５－７８７２

ホームページ https://t-must.com
お問合せは、info@t-must.com

Memo


